










宮澤孝慈 Koji Miyazawa
慶應義塾大学でデータサイエンスを学び、学部卒業後は

同大学の修士課程に進学。医療分野をはじめとした多様

な領域で、ビッグデータを用いた実証検証や大企業との

PoCに携わる。学部在学中からはB2Cサービスの起業を

通じてシステム開発にも取り組み、その実践的な経験を

現在の事業にも活かしている。現在は、生成AI事業を含

むシステム開発やデータサイエンスと並行して、

kintone/salesforceを活用したデータ利活用支援や、業務

改善を目的としたDX推進を得意

守高成悟 Seigo Moritaka
Webアプリ開発、データ基盤構築、業務のAI化を通じて、

企業の抜本的な業務改善を支援するエンジニア・起業家。

10歳からプログラミングに親しみ、大阪大学で情報工学・

統計学・AI研究の学術的バックグラウンドを持つ。フロン

トエンドからバックエンド、クラウドインフラ、データ活

用まで一気通貫で手がけるフルスタックな技術力を武器に、

現場で「使われ続ける」仕組みづくりを提供している。

三輪衛Mamoru Miwa
慶應義塾大学在学中に創業1期目のベンチャー企業へ参

画し、2年間にわたって新規事業部の立ち上げを主導。

学生でありながらゼロから事業を創り上げる実践的な起

業家経験を積む。その後、融資支援や企業財務分析を手

がけながらバックオフィス全体の責任者として組織基盤

の構築を牽引。事業開発から財務・管理領域まで幅広い

キャリアを持つオールラウンドなビジネスプロフェッ

ショナル。



「他社事例を借りる」でも「高額パッケージを売る」でもなく、「自社で動かしている実践知をそのまま提供する」

比較軸 一般的なAIコンサル Aurant Technologies

会計・業務の専門知見 △ ITエンジニアのみで業務理解が浅い ◎ CFOレポート自動化まで可能な会計・業務のプロ

AI実装力 △ PoC止まり・本番稼働しない ◎ 本番稼働済み（自社で毎日動かしている）

コスト感覚 〇 商材としてのAIを売っている ◎ 柔軟な設計可能・スケール時も跳ねない

情報源（ノウハウ） △ 他社の成功事例を借りる ◎ 今まさに自社で動かしている生きた実践知

対応範囲 △ 単体ツールの導入のみ ◎ 戦略設計 → SaaS統合 → AI開発まで一気通貫

要件が決まっていない状態でも、お気軽にご相談ください



時間→

▲

Phase 1

AI日常活用 / データ一元化

全社員が日常業務で生成AIを使う土台を構築。
散在データを整理し、AIが迷子にならない環境へ。

STEP1

Phase 2

MCP × AIエージェント

AIとSaaSを接続、エージェントが請求・記帳・提案書作成
を自律実行。人間は最終承認のみ。

STEP2

Phase 3

AIインフラ × 自動化文化

・社員自ら自動化アイデアを生み出す文化へ。
・既存業務の8割が自動で完結

STEP3

AI活用の
成熟度

段階的に成熟度を上げていくことで、AI活用が組織全体に浸透する。Aurantは自社で全3フェーズを実証済み
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定額 使いやすい

SaaS・ローコードツールの悩み

導入は早いけど、自社の特殊な業務に合わない
人数が増えるとアカウント代が高すぎる

結局、エクセル管理 ユーザー課金

スクラッチ開発の悩み

自社の業務にぴったり合うものを一から作ろう！
と見積もったら、初期費用が高い。時間もかかる、

出来上がったが、使いにくい

システム開発の長期化 使いにくい



プロジェクト・アサイン管理打刻・スケジュール・施設予約

会計レポート（BI）
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◦ ◦ ◦ ◦





◦ ◦

◦ ◦

◦ ◦ ◦

◦ ◦ ◦





Claude Codeで別の自動化を作る過程で「これも同じ仕組みでできるな」と気づいて横展開したもの。当初は想定していなかった成果





「設計→実装→検証→発信→経営判断」のサイクルが1人で完結するようになり、ROIが合わなかった施策を「まず試す」判断が現実的になった



ツール導入そのものが目的ではない。生まれた時間で次の一手を打ち続ける運用設計こそが、DXの成果を分けた







個人の効率化（GitHub）→組織の標準化（n8n）→全員の底上げというサイクルを、具体的なツール接続の観点から整理する



自分たちが使って効果を感じていない仕組みをお客様にお勧めすることはできない。だからこそ自社で試し、失敗し、最適化した
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◦ ◦

◦ ◦

◦ ◦





Zenn・各社ブログで報告されている実践事例。Claude Codeと業務SaaSを組み合わせることで、専任エンジニアなしでも高度な自動化が実現できている



内装・建設業の中小企業で働く「なんでも屋」が、Claude Codeと2人でゼロから業務ERPを構築。月額ランニングコスト4,000円で50機能以上が本番稼働（
Zenn掲載・2026年3月）









info@aurant-technologies.com
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